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5)尿路性器癌化学 療 法 に対 する支持療法と

しての rG-CSF の効果
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各種尿路性器噛化学療法後の白血球減少症に対 して

照 観 察 臥 2 回 lけ 1降 を rhG-1lSF 投 与 斯 と し , 投 与

巌 は 75/Lg ま た は 100/Lg を 皮 付 ~r-L_し た . 対 象 症 例 は 畢

丸 腫 壕 6 (札 尿 路 _卜 虎 痛 5 例 で , 化 学 療 法 は そ れぞJll

PV E lう ま た は lJⅠ･: 墳 法 . M ､--FA l' 療 法 を 行 -･.,た.結果

最 低 値 U)1二界 , 仁=血 球 減 少 期 間 L/I)有 意 在短節が認めt▲'It

た . ま た 化 学 頼 法 各 :- ーrL に 繰 t)返 し使用した場分でも .

対 照 観 察 別 に 比 べ て l!-1血 球 減 少 PIF抑ま行 酎 こ触 縮 し て い

た . 以 上 か 1､-, rh('r C S t/ は 癌 化 学 療 法 後 の 白 血 球 減 少

L')改 善 に 有 用 で あ る と 考 え L､,わ た.
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1980年から 1988年までiこ新潟大'LiL'-医学部附属柄院で

て.再燃Ll)有無〔L_そU~)様式を調べ,さ:-'iこ播種再燃の危

険t軒f･在L､)ぴに治墳法上の関連を検討 した.

再燃は局所再発 t再発時鮎織像は胎児性癌iこ変化11

例cl)Lんであ･'･).5年非再燃率.5年生存率,上もiこ93q｡

であ一一た.

治横 的所見!･-_して,(lilel､像で seedil1g(3例)や

複数病巣 し2例)が5作り.(禦 髄液細胞診陽性が12例rf.

5乱 せ)HCG 陽性が12例申4凧 に認めJ)Iltていた.

また照射前に,亘)摘除や開成_!L.検が7例に行われてい

た.これらをすべて播種再燃の危険困 rであると仮定す

ると ((卦を除外しても同様),高危険群は11例であー-､た.

高危険群にはすべて全頭蓋や全脳脊髄の照射が実施さ

れており,広範照射が播種再燃のf･防に寄Fj-したものと

考えられる.一万,位危険群をこぼ脊髄照射は兼施されて

おらず,この場合には本方針でよいことが示唆される.
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女性ホ′レモン剤によると思われる肺梗塞症Ll-)一例を経

験 した(/γで報告する.症例は.(i11才女性で,昭和42年に

右側乳癌を手術した.現病歴は.平成 1年 6上目こ右肩に

睡糠ができ生検で乳癌J)再発と診断された.51TU など

の抗癌剤tL,I)投与により寛解 し.8月より med_roxyprog-

esteronaeetilte12OOmg.Ll上 tこlmOXifH130mg.口を

投IjL-された.12月より左下肢L')瞳脹上巳切れが出現 し入

院 Lた.PO267mmHg,PCO23･lmmI･････Igで.血液聴

聞能を示す TAT の露ll軌 血管造酢 亡左下肢静脈と右

側肺動脈の閉塞を認れ 静陳血栓 ･肺塞栓症上診断した.

腫 痔 血 栓 は 査 定 的 で あ っ た .こItr'L_刑中日Lして症状

は 消 腿 し,PO2,楓司 能 は改善 した.また_.乳癌(･よ再燃

せせ=.現在通院中である.1_､上上より.こitiL,二周｣による

血栓症と考えrっれ 柿な症例上思われた.

8)卵巣癌再発症例に対す る CDDP low dose/
AeT汲eimomycin 療法の検討 第 2率臣
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1. iti発卵巣癌患者4例.原発↑明 癒患者 2例に-)き

Ct)1~)1)低用巌埼法を施行 し,そL:T)効果およ〔,Tl畠uf̀日日に

-~~~-いて検討した.

2. 瞳癌縮小評価としては,CR 2例,h4R l凧 NC

2例.不明1例であ-､たが.l'S(,‡1例を除きすべての

症例で改善が認められた.

3. 副作脚r二関 しては.悪心晦叶等(-T欄､者の苦痛は軽

度であ--_､たが,骨髄障害. 腎機能障害は従来の FCAP

療法と同様に認められた.

タに達するまで 陀AP療法の且舶倍の時間を必要とし,

直線的な増加を示した.

また.白血球減′再3tよび血,ト板減少は20-3O日巨=こ最

高に達 した.

5.CI)I)P低用量療法は,ⅠVH 施行により全身状態

の改善をはかることによi)末期癌鷹､者に対しても延命効

果は期待できるが.今後は副作用の軽減のための投与jJ'

紋の政孝,農期治療のための工夫が必要と思われる.


